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隋!満If.'こおけろ緩やかな栄養・mm療法一血清脂質・蛋白質への影響一

福岡県社会保育短大　○小松啓子，産業医科大学小児科　山岸　稔

〈目的〉小児肥満の治療では成人に用いられるような過度な食事制限を行うことは心身両

面の成長・発育から考えて厳に慎しまなければならない。われわれは，外来治療に運動療

法を取り入れることにより摂取エネルギー制限をより緩和にした栄養療法を試みている。

そこで，今回われわれの栄養・運動療法が肥満度，血清脂質および蛋白質に及ぼす影響に

ついて検討したので報告する。

〈方法〉われわれの栄養・運動療法をほぼ厳格に守った9 ～12歳の単純性肥満児５例を対

象としたｏ栄養療法としては指示摂取カロリーを所要量の80～90%とし，指示摂取カロリ

ーの内訳としては蛋白質を十分量与え（蛋白カロリー比：約20%）,脂質は25～30%とし

た。運動療法としては有酸素運動を併用した。これらの栄養・運動療法により9 ヵ月～１

年間の継続治療を行った。その間，経日的に身長・体重を測定し，肥満度の経過を観察す

る･と同時に，体脂肪の減少の評価として皮脂厚，血清脂質の面から血清ＴＧ，ＴＣ，ＨＤＬＣ等の

測定を行った。また，蛋白栄養状態の評価として血清「apid turnover Proteinsの測定を

行った。

〈結果〉治療開始後患者らの肥満度は全例とも徐々に減少し, 9 ヵ月~ 1年間後, 3例が

軽度肥満領域にまで改善した。初診時，全例において動きが少ないという家族の訴えが認

められたが，肥満度の低下に伴って消失した。なお，治療により血清ＴＧ，VLDLCの低下と

HDLCの上昇を認め血清脂質代謝の改善が認められた。また治療期間中，血清「apid turne-

ver proteins　の低下は観察されなかった。

C 12 老化促進モデルマウス(SAM)の肥満について

椙山女大家政　Ｏ野原優子　坂井勤子　山下かなへ

　目的　老化は発癌とともに最大の社会的関心事でる。老化の研究は長時間を要するので研究

の進展は遅い。近年京都大学で開発された老化促進モデルマウス(SAM〉は、早期に典型的

な老化症状を呈するので老化の研究に大きく貢献すると考えられる。演者らはこのマウ･スを用
W●’WIWr-y･－〃f　w　’－＝rﾐいて老化の研究を始めた。SAMには早期に老化の現れるp系と正常老化を示すＲ系がある。

予備実験として合成飼料での発育状態を調べたところp系に著しい肥満を示すものがいた。そ

こで、高炭水化物食（HC )と高脂質食( H F )で肥満の現れ方を調べてみた。
　方法　SAMは自家繁殖により実験に要するマウスを生産する。p系は繁殖力が弱く実験に
必要な匹数を揃えることは大変である。今回はp系雄４匹雌８匹、Ｒ系雄４匹雌６匹を用いた。
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実験飼料としてはＨＣはカゼイン20％、脂肪5％、a -スターチ70.5''..H Fはエネルギーの50％

を脂肪で占めるものとした。飼料は水を加え団子状にして与えた。体重は週2回測定し、H C

は78日間、H Fは131日間飼育した。飼育終了後、血清インスリン、体成分、及び肝臓、心

議、腎臓、肺の過酸化脂質をＴＢＡ法で測定した。
　結果　SAMは個体差が大きく、著しい肥満を示したのはＰ系３匹．R系１匹であった。78

日間の平均体重はＲ系よりＰ系が大きく、H C群よりH F群が大きかった。血清インスリンは
Ｒ系よりＰ系が高い値を示し、また体脂質もＲ系より9系が多かった。血清インスリンは体重

増加量や体脂質と高い相関関係にあった。老化が進むと過酸化脂質が増加するという説がある

ので今回各種臓器の過酸化脂質をＴＢＡ法で測定したところＰ系、Ｒ系、H C群、H F群に有

意差は認められなかった。


